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学生や私がレインボーウィー クに関して突拍子もないア
イディアを出しても、まあ北山さんご自身も結構ラディ
カルなアイディアを提案されていたのですが、そうした
意見を否定することもなく、できるだけ実現できるよ
うに陰で本当に精力的に尽力してくださいました。私
が予算をかけすぎることを心配している時も、「武田
先生、大丈夫ですよ。やりましょう。なんとかしますよ。」
といつも前向きに活動を支えてくださいました。
また、性的マイノリティの学生のために週に一度場
所を提供して、そうした学生たちが他の学生のことを
気にせず素の自分のままで昼ご飯が食べられるランチ
会も、北山さんの尽力ですぐに実現することができま
した。毎週、北山さんは学生たちにお茶を提供し、
あとは部屋の片隅で静かに学生たちを見守っておられ
ました。今から思うと、関学内でのセクシュアリティ
の多様性の理解を深める活動は、北山さんにとって
定年前の最後の大仕事として捉えられていたのかもし
れません。
このように北山さんは人権意識にあふれ、誰に対し
ても親しみをもって接してくださり、また人権に関する
熱い思いを持ちながらもひょうひょうと関学の人権教
育や人権教育研究室を支え続けてくださいました。
精神的な柱であり、事務的な作業をアルバイト職員
の山本さんとともに一手に引き受けてくださっていた北
山さんの抜けた穴はとてつもなく大きいですが、残さ
れた我々一人ひとりが北山さんの遺志を継ぎ、これか
らの関学の人権教育、人権教育研究室を支えていか
なければと思います。
北山さん、これまで長年、関学の人権教育、人権
教育研究室を支えてくださり、本当にありがとうござい
ました。まだまだ北山さんからいろいろと学びたかっ
たですし、一緒に仕事をしたかったです。でも残念な
がらあなたはこの世から旅立っていかれました。どう
か、これからの我々の取り組みを、天国からずっと見
守り続けてください。北山さん、さようなら。どうぞ
安らかにお眠りください。
